
 

 

第２ 利用上の注意 
 

１ 統計表の出典について 

令和６年全国家計構造調査（総務省統計局）

（https://www.stat.go.jp/data/zenkokukakei/2024/index.html）ほか、e-Stat

（https://www.e-stat.go.jp/）の全国家計構造調査各調査年の結果及び令和元年全国家計構

造調査の統計表を加工して作成した。 

上記で確認ができないデータについては今回の統計表に含めていない。 

 

２ 調査時期に起因する留意事項 

令和６年全国家計構造調査の「家計収支に関する結果」は、原則として 10月・11月の収支

を調査した結果であり、通年の収支を調査したものではない。家計収支には季節性があるの

で、10月・11月の収支内容がそのままその年の収支内容を代表するものとはならない。ま

た、2019年 10月の消費税率改定など、制度変更の影響にも留意する必要がある。 

 

３ 調査の対象 

令和６年全国家計構造調査は、全国から無作為に選定した約 90,000世帯を対象として実施

したが、次に掲げる世帯は、世帯としての収入と支出を正確に計ることが難しいことなどの理

由から、調査の対象から除外している。 

・料理飲食店、旅館又は下宿屋（寄宿舎を含む。）を営む併用住宅の世帯 

・賄い付きの同居人のいる世帯 

・住み込みの営業上の使用人が４人以上いる世帯 

・外国人世帯 

・学生の単身世帯 

・15歳未満の単身世帯 

・社会施設又は矯正施設の入所者（例：介護保険施設） 

・病院及び療養所の入院者 

・自衛隊の営舎内居住者 

 

４ 総数と内訳の計・分類項目ごとの留意事項 

原則として不詳の世帯は総数にのみ含み、内訳項目には含まれないこと、四捨五入による端

数の調整を行っていないことから、総数と内訳の計は必ずしも一致しない。 

 

５ 統計表中に使用している記号・秘匿 

統計表中に使用されている記号等は、以下のとおり。 

・ 「-」は、該当数値のないことを示す。 

・ 「0」（0.0、0.00）は、表章単位未満の数値であることを示す。例：0.04 → 0.0 

・ 「X」は、該当数値が秘匿されていることを示す。 


